
20
歳

の
門

出
を

笑
顔

で
！

平
成

29
年

成
人

式2017
2
月
号

N
o.513
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二
十
歳
の
門
出
を
笑
顔
で

平
成
29
年
成
人
式

平
成
29
年
成
人
式
が
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
１
月

２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
該
当
者
１
６
５
人
中
、
１
１
７

名
が
出
席
。
華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の

新
た
な
門
出
を
、
家
族
や
町
関
係
者
ら
が
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
、
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
は
「
徳
之
島
に
生
ま
れ

た
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
将
来
は
島
の
た
め
に
尽

く
す
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
高
岡
秀
規
町
長
、

福
岡
兵
八
郎
議
長
、
後
輩
を
代
表
し
て
徳
之
島
高
校
２
年

生
の
川
嶺
咲
さ
ん
が
お
祝
い
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
の
幸
山
睦
季
さ
ん
は
「
新
成
人
と
し
て
の

喜
び
を
か
み
し
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。
今
日
の
感
激
を
胸
に
、
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
新
た
に
し
、
大
人
社
会
の
一
員
と
し
て
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学
生
当
時
の
写
真
上
映
に

合
わ
せ
て
、卒
業
時
の
先
生
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
朗
読
。
同
級
生
の
懐
か
し
い
姿
を
喜
ぶ
声
が
聞
こ
え
、

会
場
中
に
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

澤
愛
香
さ
ん
の
島
唄
や
エ
ラ
ブ
チ
剛
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
、

お
祝
い
の
歌
が
送
ら
れ
、
新
成
人
は
手
拍
子
や
掛
け
声
で

応
え
、
祝
賀
を
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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Town news

町
役
場
町
長
室
で
12
月
22
日
、
故
田
袋
徹

二
徳
之
島
町
議
会
議
長
へ
の
死
亡
叙
勲
の

伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸
野
善

治
副
町
長
か
ら
ご
子
息
の
田
袋
大
樹
氏
へ

旭
日
單
光
章
の
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

田
袋
氏
は
、
平
成
10
年
４
月
に
町
民
の

衆
望
を
得
て
徳
之
島
町
議
会
議
員
に
当

選
。
同
副
議
長
や
議
長
を
務
め
、
通
算
５

期
18
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

地
元
母
間
集
落
の
振
興
へ
積
極
的
に
働
き

か
け
、
農
林
業
発
展
や
公
営
住
宅
の
整
備
、

母
間
校
区
振
興
会
や
母
間
騒
動
の
継
承
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し

た
。
田
袋
氏
の
尽
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故田袋徹二議長への死亡叙勲伝達式
地元のために惜しみなく尽力

平
成
29
年
徳
之
島
町
消
防
出
初
式
が
、

１
月
５
日
に
亀
津
児
童
公
園
や
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
手
々

か
ら
亀
津
ま
で
消
防
車
５
台
で
の
パ
レ
ー

ド
後
、
消
防
団
員
を
先
頭
に
、
母
間
小
学

校
少
年
少
女
防
火
ク
ラ
ブ
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
に
よ
る
亀
津
市
街
地
で
の
パ
レ
ー
ド

で
、
防
火
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
り

ま
し
た
。

観
閲
式
、
放
水
訓
練
の
後
、
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
、
今
年
一

年
が
火
災
の
な
い
安
全
な
年
に
な
る
よ
う
、

団
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

【
表
彰
】
県
消
防
協
会
大
島
支
部
長
表
彰

（
15
年
勤
続
表
彰
）

保
岡
盛
寿
（
花
徳
）、
重
久
隆
弘
（
母
間
）

平成 29 年徳之島町消防出初式
安全な一年を祈願して

町
役
場
正
面
玄
関
に
12
月
22
日
、
赤
﨑

冨
千
郎
さ
ん
か
ら
花
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

役
場
玄
関
の
ス
ロ
ー
プ
に
は
、
新
し
い

年
に
向
け
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ビ
エ
ラ
な
ど

の
綺
麗
な
花
が
植
え
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
赤
﨑
さ
ん
は
プ
ラ
ン

タ
ー
を
前
に
「
苗
は
日
を
追
う
ご
と
に
大

き
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
な
花
を
さ

か
せ
ま
す
よ
」
と
話
し
ま
し
た
。

赤
﨑
さ
ん
は
、
池
間
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ

で
も
活
動
。
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と

池
間
の
県
道
沿
い
に
美
し
い
花
を
季
節
ご

と
に
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
役
場
の
玄
関
ま

わ
り
に
咲
く
季
節
ご
と
の
花
も
、
赤
﨑
さ

ん
に
よ
る
も
の
。

美
し
い
花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

赤﨑冨千郎さん、役場玄関へ花の寄贈
新年を美しい花で彩る

亀
津
南
区
の
新
第
二
丹
向
橋
が
完
成

し
、
12
月
28
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
神
主
と
政
木

嶺
武
さ
ん
と
す
み
子
さ
ん
ら
一
家
四
代
を

先
頭
に
、
出
席
者
一
同
が
後
に
続
き
、
渡

り
初
め
を
し
ま
し
た
。

旧
第
二
丹
向
橋
は
老
朽
化
が
進
み
危
険

性
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
既
設
の
橋
を

取
り
壊
し
、
新
し
い
橋
へ
の
架
け
替
え
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
り
初
め
を
務
め
た
政
木
嶺
武
さ
ん

は
、「
い
つ
も
畑
に
行
く
の
に
使
う
橋
。

こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
っ
た
橋
を
渡
り
初

め
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
。」

と
一
家
全
員
で
渡
り
初
め
に
参
加
し
た
こ

と
へ
の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

新第二丹向橋が完成
四代で渡り初め
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平成 29年度より水道料金が変わります !!
水道施設や配水管等は老朽化しています。それらを改修したり施設更新をして、

これからも安心・安全な水を供給するために、平成 5 年 4 月以来 24 年ぶりに水道
料金を改定しました。5 月検針分 (6 月支払い）から変更になります。

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

・主な料金見直しの理由
①人口減少による水道使用料金の減  ②水道施設等の更新のため ③漏水工事及び水道施設の修繕費の増

現行料金：〈消費税抜き〉

改定後料金：〈消費税抜き〉

・改定内容：基本料金及び従量料金をそれぞれ改定しました。

基本料金（1 ヵ月分）
口径 料金

13 ミリ 500 円
20 ミリ 600 円
25 ミリ 750 円
30 ミリ以上 1200 円

従量料金 (1㎥あたり）
水量 料金

  1㎥から 10㎥まで 80 円
11㎥から 20㎥まで 100 円
21㎥から 30㎥まで 110 円
31㎥から 40㎥まで 120 円
41㎥から 60㎥まで 130 円
61㎥から 80㎥まで 140 円
81㎥から 150 円

基本料金（1 ヵ月分）
口径 料金

13 ミリ 600 円
20 ミリ 750 円
25 ミリ 900 円
30 ミリ以上 1450 円

従量料金 (1㎥あたり）
水量 料金

  1㎥から 10㎥まで 90 円
11㎥から 20㎥まで 110 円
21㎥から 30㎥まで 120 円
31㎥から 40㎥まで 130 円
41㎥から 60㎥まで 140 円
61㎥から 80㎥まで 150 円
81㎥から 160 円

口径 13 ミリの使用水量ごとの増加額（2 ヵ月分で計算・ほとんどの家庭は口径 13 ミリを使用しています。）
使用水量 (㎥） 0 10 20 30 40 50 60 80 100
現行料金（円） 1000 1800 2800 3900 5100 6400 7700 10500 13500
改定後料金（円） 1200 2100 3200 4400 5700 7100 8500 11500 14700

増加額（円） 200 300 400 500 600 700 800 1000 1200
※料金には、別途消費税が加算されます。

[ 料金の計算の方法 ]
水道料金＝〔基本料金 + 従量料金〕× 1.08（消費税率）
2 ヵ月に 35㎥使用した場合
基本料　　　600 円× 2 ヵ月＝ 1200 円
従量料金　　90 円× 10㎥＝ 900 円
　　　　　　110 円× 10㎥＝ 1100 円
　　　　　　120 円× 10㎥＝ 1200 円
　　　　　　130 円× 5㎥＝ 650 円
　　　　　　900 円 +1100 円 +1200 円 +650 円＝ 3850 円
水道料金　基本料金 + 従量料金× 1.08（消費税）
　　　　　（1200 円 +3850 円）× 1.08 ＝ 5454 円
現行　4860 円　→　改定後　5454 円　(594 円の増加）

[ お問い合わせ ]
徳之島町役場水道課
☎ 82―1111（内線 151，152）
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ペット

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

正
し
く
猫
を
飼
え
て
い
ま
す
か
？

■
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
や
猫
同
士
の
ケ
ン
カ
、
感
染
症
な
ど
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
室
内
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
鳴
き
声
、
ゴ
ミ
を
荒
ら
す
な
ど
、
周
囲
の
方
へ
配
慮

す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
周
り
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
う
と
、
猫
嫌
い
な
人
も
増
え
、
猫
の
た
め
に
な
り

ま
せ
ん
。

町
住
民
生
活
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

徳
之
島
保
健
所　

☎
82
―
０
１
４
９

問

■
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

飼
い
猫
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
そ
の
先
の
子
ど
も
た
ち

に
責
任
は
と
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
子
猫
が

生
ま
れ
、
１
年
後
に
は
合
計
20
匹
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
不
妊
・
去
勢
を
す
る
こ
と
は
、
病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
、
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

■
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

飼
い
猫
と
分
か
る
よ
う
に
、
所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。

開
い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走
し
た
り
、
突
然
の
災
害

で
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
名
前
や
連
絡
先

を
書
い
た
迷
子
札
を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を

施
す
こ
と
で
飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キャラ
クター

「
ま
ぶ
ー
る
君
」
へ
変
更

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
変
更
に
つ
い
て

消費者

製
品
の
不
具
合
や
誤
っ
た
使
い
方
で
製
品
事
故
が
発
生
し
ま
す

製
品
は
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

製
品
事
故
は
全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
製
品
は
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
正
し
く
使
い
、
使
用
中
に
異
常

を
感
じ
た
ら
直
ち
に
使
用
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
中
で
も
、
長
年
お
使
い
の
家
電
製

品
や
お
子
さ
ん
が
使
う
製
品
は
、
こ
ま
め
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
リ
コ
ー
ル
（
回
収
、
無
償
修
理
等
）
対
象
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
使
用

を
中
止
し
事
業
者
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
製
品
は
消
費
者
庁
「
リ
コ
ー
ル
情
報

サ
イ
ト
」(http://w

w
w

.recall.go.jp/)

で
確
認
で
き
ま
す
。

徳
之
島
町
広
報
誌
12
月
号
に
て
発
表
し
ま
し
た
徳
之
島
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
名
称
に
つ
き
ま
し
て
、
適
切
で
は
な
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
、
名
称
の
変
更
が
適
切
だ
と
判
断
し
、
名
称

を
「
ま
ぶ
ー
る
君
」
へ
と
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

名
前
の
由
来
と
し
ま
し
て
は
方
言
の
「
ま
ぶ
ら
れ
る
」（
ま
も
ら
れ
る
）
と
牡

牛
の
英
名
「
Ｂ
ｕ
ｌ
ｌ
（
ブ
ル
）」
と
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は

「
ま
ぶ
ー
る
君
」
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

町
地
域
営
業
課　

☎
83
―
４
１
１
１

問
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町税の納期内納付にご協力下さい
◆延滞金について

町税は、定められた納期限までに自主的に納めていただくものです。納期限内に納付されてい
る方との公平を保つため地方税法に基づき延滞金が加算されます。町税の滞納は、納税者にとっ
て不利益となるだけでなく督促状・催告書の発送や滞納処分等に費用がかかり、この費用も納
税者の税金から支出することになりますので、町税を有効に活用するためにも、納期内納付に

ご協力ください。

延滞金　参考例

税額
納 期 限 後 の 経 過 日 数

60 日 90 日 120 日 180 日 240 日 300 日 360 日

10,000 0 0 0 0 0 0 0

30,000 0 0 0 1,100 1,600 2,000 2,500

50,000 0 0 1,200 1,900 2,700 3,400 4,200

100,000 0 1,700 2,400 3,900 5,400 6,900 8,400

200,000 1,900 3,400 4,900 7,900 10,800 13,800 16,800

今月は、固定資産税（４期分）・国民健康保険税（５期分）の納期月間です。
納期限は、平成２９年２月２８日（火）

◆口座振替日について

口座振替をご利用の方は、以下の日程で振替を行います。
平成 29 年 2 月 27 日（月） ゆうちょ銀行

平成 29 年 2 月 28 日（火） ゆうちょ銀行以外の金融機関

振替日の前日までに口座の残高確認をお願いします。

◆平成２９年４月から、全国のコンビニエンスストアで町税等の納付が可能となります。
これまで、町税や使用料の納付ができるのは、町の会計窓口や金融機関等に限られていました

が、本年４月以降に発行する納付書（バーコードが印刷されているもの）については、全国の
コンビニエンスストアでも納付することが可能になります。夜間や休日を問わず納付できるの
で、平日の昼間に納付することが難しい方などは、是非ご利用ください。

収納対策課　☎ 0997-82-1111（内線 172,173）

徳之島３町合同公売会のお知らせ　　　～ＳＴＯＰ滞納～

○日時　　平成 29 年 2 月 12 日（日）
○場所　　伊仙町総合体育館
○開場　　12：30 ～
○持参品　印鑑（認印可）、代金、本人確認ができるもの（運転免許証等）
徳之島三町・鹿児島県では、財産調査（家宅捜索）を実施し、税金の滞納者への差押えを
強化しています。
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≪確定申告相談のお知らせ≫
大島税務署による確定申告相談は『伊仙町ほーらい館ホール』で下記の日程で行います。

月　日 2 月 22 日（水） 2 月 23 日（木） 2 月 24 日（金）

受 付 時 間 午後 2 時～午後 4 時 午前 9 時～午後 4 時 午前 9 時～正午まで

※次のいずれかに該当する方については、確定申告相談日に「伊仙町ほーらい館」へおこし下さい。
税務署職員によりスムーズに申告ができます。

・青色で申告される方
・譲渡所得（土地・建物・株式等の売買）があった方
・先物取引による収入があった方
・雑損控除の適用を受ける方
・繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける方
・贈与税、消費税の申告の方

※申告の種類によっては役場で対応できないものもありますので、
不安な方はぜひ申告相談日をご利用ください。

税金

軽
自
動
車
税
と
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
２
輪
の
小
型
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど

を
し
た
場
合
で
も
、
普
通
自
動
車
税
と
異
な
り
、
月

別
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
年
度
分
の

税
金
は
全
額
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
申
告
や
届
出

軽
自
動
車
等
を
取
得
・
譲
渡
・
廃
車
及
び
住
所
・

名
義
が
変
更
し
た
時
は
届
出
が
必
要
で
す
。

申告区分

種
類

申
告
場
所

１
２
５
cc
ま
で
の

バ
イ
ク
と

小
型
特
殊
自
動
車

町
役
場
税
務
課

及
び

花
徳
支
所

１
２
５
cc
を
超
え

る
バ
イ
ク

各
自
動
車
整
備
工
場
等

軽
自
動
車

（
６
６
０
cc
ま
で
）
各
自
動
車
整
備
工
場
等

（
注
意
）
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
、
手
続
き
を

し
な
い
で
お
く
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町税務課　☎ 82―１１１１（内線１４３）
花徳支所　☎ 84―００４８

問

≪平成２８年分の確定申告書等には個人番号の記載が必要です≫
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成２８年分の確定申告書等にはマ

イナンバー（個人番号）の記載が必要となりました。
なお、マイナンバー（個人番号）を記載した確定申告書等を税務署へ提出する際には、申告され

るご本人の本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。

[ 本人確認を行うときに使用する書類の例 ]
例１：マイナンバーカード（個人番号カード）【番号確認及び身元確認書類】　
例２：通知カード【番号確認書類】＋運転免許証等【身元確認書類】

詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp 又は 国税庁   検索 ）をご覧いただくか、
最寄りの税務署にお尋ねください。

大島税務署（電話０９９７－５２－４３２１）
※自動音声案内にしたがい、「２」を選択してください。
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毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め

た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、
４ 

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
は
「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

○
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
害
の
方
は
、
他
人
の
意
図
や

感
情
を
直
感
的
に
理
解
し
た
り
、 

言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
な
ど

が
苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学
校

や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家

庭
環
境
が
原
因
で
は
な
く
、
脳

機
能
の
発
達
に
関
係
す
る
も
の

で
す
。

○
発
達
障
害
は
、
見
た
目
に
は
障

害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く

い
た
め
、
行
動
や
態
度
が
誤
解

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
害
啓
発
週
間
に

つ
い
て

三井住友海上文化財団の助成による
ときめくひととき＃ 777

公益財団法人　徳之島町シルバー人材センター
〒 891-7101　徳之島町亀津 7217　　☎ 82―2772　　ＦＡＸ：82―2773

「 派 遣 事 業 」 は じ め ま し た 。

高齢者の就業機会の拡大を図るため、新たに、シルバー派遣事業を始めました。
皆様の職場をささえる新たなパワーとして、高齢者の力を活用しませんか？

「シルバー派遣事業」とは（公益社団法人鹿児島県シルバー人材センター連合会）
がシルバー人材センター会員を対象として行う一般労働者派遣事業です。従前の

「請負・委任」と異なり、事業所の指揮命令の下で就業することができます。

会 員 手 作 り の 独 自 事 業

シルバー会員の心をこめた手作り品の

展示販売をしています。

（野菜苗・木工品・竹細工・パッチワー

ク　etc．）

会 員 募 集 中

徳之島町にお住いで原則 60 歳以上の

健康で働く意欲のある方なら、どなた

でも会員になれます。
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法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
29

年
８
月
か
ら
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
年
数
が
25

年
（
３
０
０
ヵ
月
）
か
ら
10
年

（
１
２
０
ヵ
月
）
と
大
幅
に
短
縮
さ

れ
、
年
金
を
受
け
取
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
受

給
す
る
た
め
・
年
金
額
を
増
す
た

め
に
も
、
ご
自
身
の
年
金
の
加
入

年
数
に
つ
い
て
ご
確
認
の
う
え
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
や
免
除

等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
電
話
で
の
ご
相
談
に
は
年
金

手
帳
等
に
記
載
が
あ
る
「
基
礎

年
金
番
号
」
が
必
要
で
す
。

◇
ご
来
所
さ
れ
て
の
ご
相
談
に
は

年
金
手
帳
と
免
許
証
等
が
必
要

で
す
。（
代
理
人
が
来
所
の
場
合

は
委
任
状
と
ご
本
人
の
印
か
ん

も
必
要
で
す
。）

◇
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
町
村
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奄
美
大
島
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
２
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。）

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

問

～
登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続

き
が
便
利
で
す
～

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に
は
、

自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｗ

ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請
求
で
き

る
、「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、
郵

送
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登
記
所

や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
受
取
り
が
可
能
で
す
。

○
窓
口
請
求
よ
り
安
い
！

登
記
所
（
又
は
法
務
局
証
明

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
窓
口

で
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
す

る
場
合
の
手
数
料
は
６
０
０
円

の
と
こ
ろ
、「
か
ん
た
ん
証
明

請
求
」
を
利
用
し
た
場
合
の
手

数
料
は
５
０
０
円
、
窓
口
受
取

の
場
合
は
４
８
０
円
で
す
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

問

■
物
件

県
営
徳
之
島
団
地
・
県
営
ベ
ル

メ
ー
ル
徳
之
島
団
地

■
申
込
書
の
配
布
・
受
付

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
～

２
月
27
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
抽
選
日

平
成
29
年
３
月
９
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
大
会

議
室大

島
支
庁
徳
之
島
事
務
所　

総
務
課

☎
82
―
１
３
３
３

問 平
成
29
年
度
鹿
児
島
県

営
住
宅
空
家
待
ち
順
位

登
録
者
募
集
案
内

◆
南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外
活

動
体
験
（
日
本
全
国
の
小
学
生
）

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
認
定
）
で
は
、「
第
41

回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン

島
」
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す

■
対
象
：
小
学
２
～
６
年
生

■
場
所
：
大
島
郡
与
論
島

■
期
間
：
平
成
29
年
３
月
26
日
（
日
）

～
４
月
１
日
（
土
）
６
泊
７
日

■
定
員
：
日
本
人
２
０
０
名
、
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

■
参
加
費
：
亀
徳
港
発
８
２
，

０
０
０
円
（
他
港
出
発
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
参
照
）

■
締
切
り
：
平
成
29
年
３
月
６
日
（
月
）

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
４
１
―
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―
４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階
）

☎
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
４

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
!!

○
自
宅
に
い
な
が
ら
！

手
数
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
、
電
子
納
付
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
で
き
ま

す
（
金
融
機
関
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。

○
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
か
ん
た

ん
！登

記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
簡
単
な
初
期
設
定
（
申

請
者
情
報
登
録
等
）
を
行
う

だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ

ム
（http://w

w
w

.touki-

kyoutaku-online.m
oj.go.jp/)

」

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―

０
６
６
７
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徳之島を世界自然遺産へ！
―世界自然遺産登録がもたらす効果、 児童らによるエコツアーの紹介―

今春にも奄美群島国立公園の指定が決定し、

平成３０年世界自然遺産登録を目指す徳之島にお

いて、 東京大学大学院新領域創成科学研究科特

任助教　田中俊徳先生を講師に迎え、 世界自然

遺産登録後の来島者増加や地域経済への波及効

果、 今後予測される課題等を題材にした講演会

を開催致します。

また、 島内小学校の児童たちが総合学習の授業の中で

集落の歴史や自然を学び、 自分たちの表現でガイドを行っ

た 【児童らによるエコツアーガイド】 の事例発表を行います。

世界自然遺産登録がもたらす効果、 地域文化や環境に対

する児童たちの取組みが紹介されます。 入場は無料となっ

ておりますので、 多くの方のご来場をお待ちしております。

日時 　平成２９年３月４日（土）　１５：００～１８：００
場所 　徳之島町生涯学習センター　大ホール
主催 　徳之島町役場　企画課　　　入場　 無料

●基調講演：「世界自然遺産登録は何をもたらすのか？ 
～予測される変化と私たちに出来ること～」

講師：田中俊徳（東京大学大学院新領域創成科学研究科　特任助教）

●児童らによるエコツアーの紹介・大学生による総括
　・手々小学校　・阿権小学校　・長崎県立大学

●パネルディスカッション
パネラー
　手々小学校職員・エコツアーガイド関係者
　阿権小学校職員・エコツアーガイド関係者
コーディネーター
西村　千尋（長崎県立大学経済学部地域政策学科　教授）

◆ロビーにて写真展を開催
「めざせ世界自然遺産」～徳之島の多様な仲間たち～

　協力：ＮＰＯ法人徳之島虹の会

この事業は、全国モータボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。
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〝
む
く
み
〟
度
チ
ェ
ッ
ク
！

ま
ず
は
、あ
な
た
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
朝
、
ま
ぶ
た
が
腫
れ
ぼ
っ
た
い

□
靴
下
の
跡
が
つ
く

□
厚
着
を
し
て
も
体
が
冷
え
る

□
午
後
に
な
る
と
靴
が
き
つ
く
な
る

□
１
日
で
１
kg
以
上
体
重
が
増
え
る
こ
と
が
あ
る

→
チ
ェ
ッ
ク
の
つ
く
項
目
が

多
い
人
は
、
む
く
み
が
あ
る

状
態
で
す
。
食
生
活
を
見
直

す
こ
と
で
、
む
く
み
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

“むくみをとる” ためには…？

★朝はとくに塩分控えめに

1 日の中で、ナトリウム（塩分）の排泄量
に違いがあり、朝や昼は比較的少なく、夜
は排泄されやすい傾向があります。ナトリ
ウムをとりすぎると、体内の水分量が増え
てむくみやすくなるので、朝食はできるだ
け塩分を少なくしましょう。汁物をつける
なら、朝食より夕食がおすすめです。

★カリウムの多い食品をとる

カリウムにはナトリウムの排泄を促す働き
があります。むくみやすい人は、野菜や果
物などカリウムの多い食品を食べる頻度を
増やしましょう。（山芋、里芋、さつま芋、
アボカド、バナナ、かんきつ類）

★アルコールとつまみに注意
アルコールは利尿作用があるのでトイレが
近くなります。飲んだ後はしっかり水分を
とった方が良いのですが、むくみの原因に
もなります。また、つまみに含まれている
塩分の影響でむくみが起こりやすくなりま
す。むくみがあるときはアルコールもつま
みも控えめにしましょう。

★予防接種はお済みですか★

次の予防接種の対象の方は定期接種で受けられるのは 3 月 31 日までです。
★６５歳以上の肺炎球菌ワクチン予防接種
★日本脳炎予防接種Ⅱ期（高校 3 年生相当 17 歳～ 18 歳の方）
★ M ＲⅡ期（就学時前のお子さん）

お知らせが届いている方で未だ予防接種を受けられてない方は、定期接種で受けられるのは今です。
期日までに接種をされてください！！

年
末
年
始
の
食
べ
す
ぎ
や
飲
み
す
ぎ
で
体
が
む
く
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

食
事
を
整
え
て
、
体
の
中
も
見
た
目
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 
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中区集落

■
人
口
：
９
９
５
人

■
世
帯
数
：
４
５
５
戸

中
区
集
落
は
徳
之
島
の
中
心
地
亀
津
に
所
在
し
、
古
く

は
政
治
経
済
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
集
落
で
す
。

中
区
集
落
は
徳
之
島
経
済
・
物
流
の
拠
点
で
あ
る
亀
津
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、

島
一
番
の
繁
華
街
で
あ
っ
た
中
央
通
り
商
店
街
を
有
し
、
徳
之
島
で
一
番
栄
え
た

地
区
。
ま
た
、
警
察
署
や
裁
判
所
な
ど
国
や
県
な
ど
の
行
政
機
関
が
集
中
し
て
所

在
し
、
ま
さ
に
島
の
中
心
と
な
っ
た
地
区
で
し
た
。

先
祖
代
々
か
ら
の
住
民
が
多
く
住
む
中
区
集
落
は
、
区
民
の
地
域
活
動
へ
の
関

心
度
が
高
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
女
性
連
、
青
年
団
、
子
供
会
等
、
幅
広
い
世
代
が

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
芸
能
保
存
会
は
平
均
年
齢
が
78
才
で
、

白
山
正
秀
さ
ん
、
治
岡
シ
ズ
子
さ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
間
早
男
さ
ん
を
中
心

に
伝
統
芸
能
の
保
存
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
「
田
植
踊
り
の
碑
」

も
完
成
し
、
町
長
を
は
じ
め
沢
山
の
来
賓
を
迎
え
、
盛
大
に
祝
賀
行
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
青
年
団
も
「
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
所
か
ら
活
気
を
…
」
と

言
う
事
で
今
は
六
月
灯
の
復
活
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

亀
津
４
区
の
中
で
、
最
も
人
口
の
少
な
い
中
区
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
集
落
が

盛
り
上
が
る
よ
う
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
元
気
な
集
落
―

表紙写真

町生涯学習センターで 1 月 2 日、

成人式が開催されました。

中
区
生
活
館
内
に
完
成
し
た

「
亀
津
田
植
え
踊
り
浜
踊
り
伝

承
の
碑
」（
右
）

「
田
植
踊
り
の
碑
」
除
幕
式
典

（
上
）
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